
 

 

 

 

 

 

 

 

 

－ 自主防災組織づくり事業 － 

「コロナ禍における避難

所の設置運営講習会」 

 を 開催しました！ 1月 31日（日） 

昨年から引き続くコロナ禍の中で、今年も厄

介な自然の脅威は訪れて来るのだろうと覚悟し

ておかなければなりません。 そこで、大草野

コミュニティでは、「備えあれば憂いなし！」の

教えを実行すべく、現下の状況ではあります

が、感染対策をしながら講習会を実施いたし

ました。 各行政区には、少なくとも三役の参

加をお願いいたしました。 

会場には婦人会はじめ、自主的に参加いた

だいた方もおられました、有り難いことです。 

講習会には、総務・防災課の太田課長と

江口副課長が講師として来ていただきまし

た。 コロナウィルスに対する基礎的な知識

と対処の方法や現在の県内の状況などの

説明を受けた後に、段ボール製の簡易な

パーテーションの設置をして、コロナ禍での

避難所の在り方を学びました。 

新型コロナウィルスに限らず、今後も新た

なウィルスの発生はあるものと思っておかな

ければいけません。ウィズコロナではなく、
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ウィズウィルス、ということもあるだろうと容

易に想像できます。新しいことの学びは

今後もずっと必要だと思います。 

「大草野小唄・蛍橋

小唄」を披露！！ 
3年生の子ども達、とても 

かわいく、上手でした！ 

 前述の講習会終了後、新調した着物

のお披露目をするために、子ども文化祭

で披露した「大草野小唄・蛍橋小唄」を

踊ってもらいました。 子ども文化祭を見

た方は、その直後にも目を細めておられ

ましたが、今回もその再現ができました。 

なにより嬉しかったのは、子ども文化

祭の時に用事で踊れなかった子

が、踊れたことを喜んでくれたこと

です。   寒い中で、ご協力いた

だいた学校の先生方、中野先生、

保護者の方、着付をしていただい

た方、等々大勢の皆様方に心から

お礼申し上げます。今後も、大草

野コミュニティの事業へご協力くだ

さいますようにお願いいたします。 

＜3 月 7 日（日）の校区内一斉

ゴミ拾いにご協力ください！＞ 
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 『

人
も
自
然
の
一
部
で
あ
る
。

そ
れ
は
人
間
内
部
に
も
あ
っ
て

生
命
の
営
み
を
律
す
る
厳
然
た

る
摂
理
で
あ
り
、
恵
み
で
あ
る
。

科
学
や
経
済
、
医
学
や
農
業
、

あ
ら
ゆ
る
人
の
営
み
が
、
自
然

と
人
、
人
と
人
の
和
解
を
探
る

以
外
、
我
々
が
生
き
延
び
る
道

は
な
い
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
が
ま

っ
と
う
な
文
明
だ
と
信
じ
て
い

る
。』
＝
中
村 

哲 

こ
の
文
は
、
ペ
シ
ャ
ワ
ー
ル

会
報
№
１
４
４
に
書
か
れ
て
い

る
も
の
で
す
。
中
村
哲
医
師
は
、

私
に
は
と
て
も
で
き
な
い
こ
と

を
や
っ
て
い
た
ベ
ス
ト
ワ
ン
の

人
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。 

三

十
五
年
も
前
か
ら
い
く
ら
「
一

隅
を
照
ら
す
」
と
言
い
な
が
ら

も
継
続
は
困
難
な
こ
と
で
す
。 

こ
の
嬉
野
と
言
う
自
分
が
生

ま
れ
馴
れ
親
し
ん
だ
土
地
の
行

く
末
し
か
案
じ
て
こ
な
か
っ
た

自
身
の
身
に
は
、
畏
敬
と
言
う

言
葉
し
か
思
い
当
り
ま
せ
ん
。 

「
目
の
前
に
困
っ
た
人
が
い
れ

ば
手
を
差
し
伸
べ
る
。
そ
れ
は

普
通
の
こ
と
で
す
。」
と
言
い
切

る
そ
の
行
動
力
と
思
い
の
強

さ
。 

千
分
の
一
、
万
分
の
一

で
も
い
い
、
自
分
に
で
き
る
範

囲
で
自
然
と
人
、
人
と
人
の
和

解
を
探
る
こ
と
を
見
倣
い
た
い

と
思
い
ま
す
。 

そ
し
て
、
自

己
満
足
で
も
い
い
の
で
納
得
し

て
浄
土
へ
向
か
い
た
い
。 

今

の
ま
ま
で
は
、
と
て
も
と
て
も
、

浄
土
な
ど
叶
わ
ぬ
こ
と
だ
と
言

い
聞
か
せ
、
自
身
を
戒
め
行
動

し
た
い
と
思
い
ま
す
。 


